
（別紙３）

〜 2025/9/22

（対象者数） 65 （回答者数） 35

〜 2025/9/22

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
他分野（公認⼼理師および作業療法⼠等）の専門家による連
携。
同じ連携による観察・プログラムの作成など。

2 より情報共有をする場としての保護者座談会の検討。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 特になし。

2 保護者の希望にあわせ検討していく。

3 個別療育に重点を置く場合は検討する。

公認⼼理師・⼼理⼠・⾔語聴覚⼠・作業療法⼠を中⼼の配置
とし、専門的な療育を提供している。

個々の児童にあわせた、より専門的な療育を⾏っている。

定期的な勉強会を開催している。 保護者向けに児童の特性・種類を把握する内容の工夫。

面談室以外の個室がない。 事前の間取り検討で面談室以外を用意しなかった。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

送迎サービスを⾏っていない。 運営⽅針として送迎対応を⾏っていない。

⻑時間の利用を⾏っていない。
預かり対応は実施せず、児童が集中できる時間内の療育を優
先。

2025年9⽉16⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 2025年10⽉16⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援 れいんぼーぷらす

○保護者評価実施期間 2025年9⽉16⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


